
2018 年度活動報告 

 

2011 年の東日本大震災による原発事故から 8 年が経過しました。 

福島第一原子力発電所では、原発事故収束のための危険な作業が続き、安心というには程遠

い日々が続いています。 

しかし、その危険な状況がメディアで報道されることは少なく、一般の人々がこの問題につ

いて情報を得られる機会はわずかとなっています。 

2020 年には東京オリンピックが開催されることがあり、広野町の J ビレッジも震災前の状

態に整備され、スポーツイベントが開催されています。原発事故の非常事態宣言は解かれて

いない状況にも関わらず、目に映る町の風景は、原発事故以前の様子と同じようになってき

ています。 

帰還困難区域の双葉郡の町々は、次々と立ち入りが解除になり居住可能な地域として帰還

を促されています。放射能で汚染された故郷に戻って、本当に健康な毎日を送ることができ

るのか？など人々の不安が目立ちました。 

 

2018 年度のたらちねの事業はそのような複雑な社会的背景の中で実施されました。 

見えない・におわない・感じない、環境汚染である放射能の被害は、その実相を実感するこ

とが難しく、月日が経つにつれ、さらに複雑に社会や人々の心に影を落としています。 

 

 

【放射能測定事業】 

たらちね測定ラボの 2018 年度の活動は、ガンマ線によるセシウムの測定件数が 1465 件、

ベータ線によるストロンチウム 90 とトリチウムの測定件数が 149 件でした。 

５月から液体シンチレーションカウンター測定器のカンタラスを新規導入し、測定器が２

台になったことで、ベータ線核種の測定件数が前年度の２倍に増えました。測定試料の種類

は、食材や土壌の測定依頼が多かったガンマ線測定に対し、ベータ線の測定では水が１位で

した。 

人々が、それぞれの暮らしの中で、何を知り、何に気をつけたいと思っているのか、この結

果から垣間見ることができます。 

 

これまで、測定器の稼働スケジュールで測定結果が出るまでに 6 か月～1 年間、お待たせし

ていたベータ線核種測定の問題は、機器の導入によりある程度解決することができました。

現在は 3 か月程度の待ち時間で結果をお渡しすることができます。 

しかし、この測定器を維持活用するために、毎年 400 万円の資金がかかります。 

そのための資金の確保は今後も継続的に努力することが必要であり、課題でもあります。 

測定の技能面は、現場スタッフの粉骨砕身の努力と大学や研究機関の専門家のサポートを



受け、日々向上してきました。 

また、人事面のシステムの改定により、測定者と測定依頼者のホットラインを構築すること

ができ、地域の人々とたらちねの関係が、よりカジュアルな形で協力し合えるものとなりま

した。 

海洋調査、海砂測定、ダストサンプラーによるいわき市内の学校・幼稚園・保育園の塵埃測

定、TEAM ママベク子どもの環境守り隊のママたちとの連携測定など、多くのボランティ

アのみなさんと協力し、子どもたちをはじめとする地域の人々の役に立つ活動を実施する

ことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たらちねでは 2011 年 12 月からホールボディーカウンターによる人体放射能の測定をして

います。開所時には子どもや女性などが測定を希望する姿が多く見られましたが、現在は除

染関係や双葉郡のインフラ整備の事業者の方たちの測定希望が目立っています。 

双葉郡は放射線量の高い地域であり、危険な場所での作業が行われていることが想定され

ます。ホールボディカウンターは、尿中セシウムの測定と比較すると測定の下限値が高く、

人体内の詳細な測定をするには向いていませんが、緊急対応の目安測定としては有効です。 

人が長い時間とどまることのできない高線量地域で労働作業が行われており、その復興現

場の実情を考えると、ホールボディーカウンターによる人体内放射能測定はまだまだ必要

な測定であるといえます。 

 

 

 

 

 

ガンマ線測定結果 

総測定件数 1465 

食材 957 

土壌 282 

資材 98 

植物 90 

水 38 

ベータ 線測定結果 

総測定件数 149 

水 59 

食材 41 

土壌 41 

植物 6 

資材 2 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【甲状腺検診プロジェクト】 

たらちね甲状腺検診プロジェクトの 2018 年度は、福島県内および近隣の放射能汚染地域で

16 回開催し、877 名の検診を行うことができました。 

担当の医師は、2013 年からご協力をいただいているボランティア医師のみなさんです。 

それぞれ遠方から御足労をいただいておりますが、この事業は長く継続することが必要と

いう共通の認識をもって、黙々とご尽力くださっております。 

 

福島県の検査では、2012 年 4 月 2 日以降生まれのお子さんの無料検診は行われておりませ

ん。2018 年度のたらちね甲状腺検診プロジェクトでは、その年齢層の 174 名のお子さんが

受診しました。 

原発事故から 8 年が経過しており、事故後に生まれた子どもたちも幼稚園・保育園や小学

生の年齢となっています。 

たらちねや TEAM ママベク子どもの環境守り隊の土壌測定からもわかるように、学校など

児童施設の庭から高濃度のセシウムやストロンチウム 90 が今も検出されております。屋外

2011年度

2013年度

2015年度

2017年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

2011年度 76 405 515 547 283 1826

2012年度 118 58 57 152 80 94 59 34 40 19 46 20 777

2013年度 14 13 7 4 24 10 4 9 13 3 27 14 142

2014年度 12 19 11 14 17 7 12 9 17 9 22 17 166

2015年度 6 25 17 12 27 10 27 21 106 29 51 52 383

2016年度 20 24 15 29 19 69 98 58 22 54 19 85 512

2017年度 30 34 30 15 32 39 50 30 38 50 22 46 416

2018年度 30 31 18 39 21 22 37 29 20 17 27 25 316

全身放射能測定 受検者数 2011 年度～2018 年度まで 4,538 名 
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活動時の塵埃の吸引など、呼吸からの内部被曝も心配される状況が続いています。 

甲状腺検診を受診する人が年々減っているという現状はありますが、セシウムやストロン

チウム 90 などの危険な核種の半減期が 30 年であるという科学的事実をみても、実際の放

射能汚染は今も続いており、事故時との比較でも大きな変化はありません。 

その反面、人々の「気をつける」意識は薄れており、注意を怠ることで被曝のリスクは高ま

っています。 

これから、ますます、この状態は加速されると思います。 

したがって、今後も、地道に甲状腺検診を継続実施し、子どもたちの健康を見守っていきた

いと思います。 

 

2018 年 4 月 1 日～2019 年 3 月 31 日 

月日 場所 受診者数 

2018 年 4 月 22 日 福島市チェンバおおまち 45 

5 月 12 日 宮城県角田市民センター 62 

6 月 2 日 沖縄げるまキャンプ 19 

6 月 30 日 宮城県白石中央公民館 94 

7 月 21 日 田村市船引まち子ちゃんの店 31 

8 月 26 日 米沢市青空保育たけのこ 46 

9 月 9 日 白石中央公民館 79 

9 月 17 日 たらちねクリニック 86 

10 月 27 日 たらちねクリニック 28 

10 月 28 日 二本松福祉センター 84 

11 月 24 日 パルシステム東京本部 58 

12 月 8 日 パルシステム東京国立市商工会館 23 

12 月 9 日 パルシステム東京本部 58 

2019 年 1 月 19 日 北茨城市中郷町多目的ホール 51 

1 月 20 日 北茨城市中郷町多目的ホール 23 

2 月 11 日 伊達市保原交流会館 32 

3 月 17 日 須賀川市勤労青少年ホーム 58 

合計   877 

 

 

 

 

 

 

2018 年 4 月 1 日～2019 年 3 月 31 日 

2012 年 4 月 2 日以降生まれ  受診者数 174 人 



【たらちね・こども保養相談所】 

たらちね・こども保養相談所の活動は、2011 年の原発事故による放射能汚染で、のびのび

と自然体験ができなくなった子どもたちの心身を守ることを目的としています。事業内容

は、保養案内、参加者の募集、送出し準備や保養がなぜ必要かなどの説明会の実施が主なも

のです。 

2018 年度は認定 NPO 法人沖縄・球美の里とイタリアのオルテ・デイ・ソーニとの連携事

業を中心に事業を展開しました。 

 

原発事故から 8 年が経過し、その間、多くの育ち盛りの子どもたちが十分な自然体験をす

ることができないまま成長しています。 

体力の問題や心の問題など、自然体験の不足が子どもたちの心身の健康にマイナスの影響

を及ぼすことが考えられますが、それらの状況を少しでも改善するために保養が有効であ

ると考え 2012 年からこれまで、事業を実施してきました。 

 

2017 年度からは保養の前後の尿中セシウムの測定も実施し、保養の科学的効果を可視化し

確認できるよう努めてきました。 

 

沖縄・球美の里の保養は 2018 年度 15 回実施し、子ども 506 名、保護者 103 名の合計 609

名が久米島の自然を満喫し自然体験を経験してきました。 

また、イタリアのミラノ市内の施設で実施したオルト・デイ・ソーニの保養では、1 ヵ月間

という長期間、恵まれた自然の中で、20 名の子どもたちが、地元イタリアの子どもたちと

共に過ごすという実りある時間を体験してきました。 

原発事故による環境の汚染がなくなるのは数百年後か、あるいはそれ以上かかるといわれ

ています。今の子どもたちが大人になり、その後の世代が生まれても汚染は続きます。 

放射能による汚染が無くなるまで、子どもたちの保養は必要不可欠なものであり、今後もで

きるだけ多くの子どもたちが、保養に参加できるよう努力していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保養期間 子ども 保護者 合計

第89次4月14日ー4月21日 23 14 37

第90次5月1日ー5月8日 37 10 47

第91次5月22日ー5月29日 26 11 37

第92次6月20日ー6月29日 23 14 37

第93次7月19日ー7月27日 50 0 50

第94次8月3日ー8月11日 50 0 50

第95次8月17日ー8月25日 50 0 50

第96次10月3日ー10月12日 25 9 34

第97次10月20日ー10月27日 11 7 18

第98次11月12日ー11月25日 23 13 36

第99次12月20日ー12月28日 50 0 50

第100次2019年1月2日ー1月9日 49 0 49

第101次2月11日ー2月20日 21 12 33

第102次3月3日ー3月10日 18 13 31

第103次3月24日ー4月1日 50 0 50



《参加者年齢内訳》 ※子どものみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参加者地域内訳》 ※子どものみ          《左図・その他の内訳》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【こころのケア事業／あとりえ・たらちね】 

たらちねでは 2011 年の開所以来、放射能の測定を中心とした事業を展開してきました。 

見えない・におわない・感じない、放射能による被曝被害は人々の心に大きな不安をもたら

しました。また、目に映らない環境汚染は、感じる人の感性で被害の大きさが決まるため、

夫婦や家族であっても同じ気持ちを共有することはできませんでした。そこから大きな心

の分断が生まれ、人々は苦しんできました。 

放射能の測定は、放射能を可視化し内部被曝に気をつけることができると共に、見えない放

射能を見えるようにすることで人々に共通の意識と対話をもたらすことができます。私た

ちは、測定を科学的な効果があるだけではなく、人々の心を支える事業だと考えてきまし

た。 

 

原発事故から 8 年が経ち、今やっと語れること、今やっと見えてきたことがあります。 

事故当時、多くの母親は放射能の被曝に怯え、分断するコミュニティの中で、胎児を守り必

死になんとか出産し子育てをしてきました。人にはわからない過酷な体験が精神的な疲労
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となり今に続いています。また、大人だけでなく、その不安定な状況の中で生まれ育った子

どもたちの心にも大きな負荷がかかり、消耗があることがわかりました。 

 

たらちねでは、これらの実情を受け、小児・思春期精神科の専門医である渡辺久子医師の協

力を得て、被曝後の世界に生きる母子の心の問題と向き合う活動をはじめました。 

子どもたちのための施設を開設し、箱庭遊びを中心とした遊びの力を借りて子どもや母親

の心の活性化を促すための事業です。 

さらに、心の疲れが体に影響を及ぼすこともあるため、身体心理マッサージの教育を受けた

セラピストが子どもたちのマッサージを行うメニューも準備しました。 

今後も引き続き、学びを深めるため研鑽を積んでいきたいと思います。 

2018 年度は、すでにこの施設とメニューを利用している母子もいます。 

 

こころのケアに関わることは、これまで見えない環境汚染と向き合い、測定から人々の心を

支えることを目的に進んできたたらちねだからこそ、向き合えることだと考えています。 

子どもたちが心を輝かせて成長することは、私たちの大きな財産であり、そうなるよう努め

ることは、世の中の大人の大切な責任です。 

今後も、多くの人々と連携し協力しながら、実施していけるよう努力したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【たらちねクリニック】 

2017 年 6 月にオープンした、たらちねクリニックは、2 年目となりました。 

ビルの 3 階にあるという不便な立地からオープン当初は、クリニックがあることを知って

もらうことにも苦労をしました。 

しかし口コミを中心にクリニックの活動が人々の間に浸透し、2018 年度の患者数は前年の

2 倍近くとなりました。 

子どもたちの健康を見守る子どもドックの利用者も増えています。 

尿中のセシウム測定を受けて子どもの健康状態を知りたいという保護者も多く、世の中全

般では問題意識が風化する一方で、子どもを守るという意識が強く存在することを実感し

ました。 

 

被曝後の世界では、子どもたちの健康と被曝の影響について不安を抱える保護者は少なく



ありません。しかし、子どもたちの健康に被曝の影響はあるのか？ということを気楽に相談

できる医療機関が少ないということが母親たちの悩みでもあり、コミュニティに閉塞感を

もたらしている原因でもあると思います。 

被曝の問題を医師と対等に語るには、科学的知識を含め理論武装しなければ成り立たない

難しさがあり、母親たちが医療機関でこの問題について語ることが、被爆後の世界では高い

ハードルとなっていました。 

 

そんな中、たらちねクリニックでは「聞いてはいけないことはない」「ここでは聞きたいこ

とを聞くことができる」「話したいことを話させてくれるドクターがいる」という母親たち

の声が多くあり、安心した気持ちでクリニックを利用している人々の姿がありました。 

原発事故が起きた時、情報を知らせてもらえず、命を守ることを第一に考えて行動すること

ができなかった被災地の人々は、命と心の尊厳について敏感であり、それゆえに傷つくこと

も多くあります。 

 

医療の現場は、人を大切に思いやることが率直に伝わる現場であり、そこには原発事故で壊

れたコミュニティを再生する大きな力があると感じます。 

たらちねクリニックにできることには限りがありますが、毎日を無駄にせず、心が豊かにな

るつながりを大切に、運営をしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

患者利用人数 H30 合計 H29 合計 割合 

4 月 140 0   

5 月 155 0   

6 月 98 72 136% 

7 月 134 63 213% 

8 月 153 82 187% 

9 月 100 78 128% 

10 月 186 101 184% 

11 月 219 89 246% 

12 月 238 132 180% 

1 月 189 103 183% 

2 月 171 115 148% 

3 月 185 86 215% 

合計※ 1673 921 184% 
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心電図

合計

115

45

319

42

41

38

36

636

甲状腺検診

WBC

尿中セシウム

聴力

採血

尿一般

2018.4月～2019.3月

たらちねこどもドック利用者数
人数(人)

11才 10才 7才 ７才 11才 14才 ８才 10才 ８才 12才 10才 ９才 11才 ８才 11才 ８才 ９才 14才 ７才 12才 10才

保養前 0.08 0.06 0.10 0.09 0.10 0.05 0.05 0.07 0.15 0.07 0.16 0.07 0.07 0.06 0.07 0.20 0.28 0.09 0.16 0.10 0.14

保養後 0.08 0.05 0.07 0.12 0.17 0.04 0.04 0.04 0.11 0.06 0.16 0.05 0.06 0.09 0.05 0.15 0.15 0.05 0.10 0.09 0.16
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男児 保養前後 尿中セシウム測定結果

セシウム 137+134(Bq/kg) 

セシウム 137+134(Bq/kg) 

10才 11才 12才 10才 10才 8才 9才 12才 10才 12才 8才 10才 8才 9才 8才 10才

保養前 0.14 0.05 0.10 0.13 0.06 0.08 0.06 0.12 0.06 0.07 0.06 0.12 0.13 0.08 0.08 0.09

保養後 0.09 0.08 0.07 0.08 0.08 0.08 0.05 0.14 0.10 0 0.06 0.10 0.09 0.05 0.07 0.10
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女児 保養前後 尿中セシウム測定結果

不検出 
不検出 



【講演会・勉強の実施】 

《2018 年度に行った勉強会・講演会事業概要》 

〇2018 年 9 月 8 日 西尾正道講演会 開催 

場所：いわき市総合福祉センター 13：00～16：00 

講師：西尾正道 

参加者：90 名 

 

〇2018 年 10 月 27 日 西尾正道講演会 開催 

場所：郡山市中央老人福祉センター 14：00～16：30 

講師：西尾正道 

参加者：50 名 

 

〇2019 年 3 月 2 日 たらちね測定報告会＆今中哲二講演会 開催 

場所：いわき市総合福祉センター 13：00～16：00 

講師：今中哲二  

参加者：100 名 

 

【チャリティコンサート】 

〇2018 年 10 月 22 日  

土田英順 東日本大震災チャリティ・チェロコンサート in Iwaki 

場所：いわき芸術交流館アリオス音楽小ホール 

来場者：90 名 

 

【見学者の受け入れ】 

たらちねは国内外の個人・団体の見学者の受け入れを行っています。2018 年度は 340 名以

上の方が見学・取材に来られました。 

見学者の受け入れの意味も、この 8 年で形を変えてきたと感じています。 

初期の頃は、福島の実情を知ってもらいたいということでしたが、現在は次世代に伝えるた

めの伝承へと変化しているように感じます。2011 年の開所時には想像もできなかったこと

です。あの日から 8 年が経ち、見学者の中には事故時に小学生だった人たちの訪問もあり

ました。 

彼らは「大人はなぜ自分たちに真実を伝えようとしないのか」ということを真剣に考えてい

ます。 

世界には、多くの原発があり、一度事故が起きると甚大な被害をもたらし、その上で放射能

測定、甲状腺検診、保養、こころのケアやクリニックの活動など、これだけのことをしなけ

ればなりません。 

見学者のみなさんには、そのことをお伝えすると共に、事故が起きたからではなく、起きる



前からこの問題について考えておかなければならかったこともお伝えしていきたいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、2018年度認定NPO法人いわき放射能市民測定室たらちねの事業報告といたします。 


